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次数10のスピン群と l 次の輪環群が半スピン表現とスカラー倍で作用する 16次元複素ベクトノレ空間o
階数 6 の E 型の代数群と 1 次の輪環群が27次元既約表現とスカラー倍で作用する 27次元複素ベクトル空間。
後の場合、元の概均質ベクトル空間に存在する基本相対不変式の量子変形とみなせる、量子座標環の元を具体的に
得た。
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論文審査の結果の要旨
森田君は可換放物型概均質ベクトル空間の量子変形を、量子群の理論を用いて構成し、いくつかの特別の場合に量
子座標環の生成元と基本関係を具体的に与えた。これは概均質ベクトル空間の理論と量子群の理論の双方に対する顕
著な貢献である。よって博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認めるD
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